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田嶋季晴（長野県住民と自治研究所）

 この現地分科会は大変ぜいたくな学習会
だった。ダム問題では第一人者の天野さん、
現地案内説明役の内山、小林、山岸の三氏は
「長野県治水・利水ダム等検討委員会」浅川部
会の公募委員であり、当初からこの問題に関
わってきた「生き字引」のメンバーであった。
現地長野からは、高齢協の小沢房夫、田嶋季
晴の二名が加わった。
　当日（10月31日）の日程は、8時45分長
野駅東口集合、9時出発。午前中に浅川を、千
曲川との合流点から源流付近まで見学。見学
ポイントは、①合流点にある樋門（千曲川の
増水時に千曲川本川から浅川への逆流防止
用）付近と②浅川改修がよく分かる通称眼鏡
橋と呼ばれる地点、③「浅川ダム」建設予定
地点、④浅川の源流付近の4か所。昼食休憩
の後、午後は報告と天野さんの講演と質疑討
論というものだった。

①浅川・千曲川合流点へ
　まず浅川と千曲川の合流点へ向かう。本日
の講師、案内役などの紹介の後、早速内山さ
んの案内が始まる。走っているバスと浅川・
千曲川との位置関係から 20年近く前に発生
した地附山の地滑り災害や 1847年に起こっ
た「善光寺大地震」のことまで尽きることが
ない。鳥居川大橋の近くにバスを止めて、眼

下にさらさらと流れる鳥居川を見ながら 10

分ほど歩いて浅川の樋門と排水機場に向か
う。ほとんど勾配のない浅川は流れがわから
ない。千曲川の堤防を歩きながら、つい一週
間ほど前の台風23号の際には、堤防のすぐ下
の所まで増水したと、増水の後を示しながら
説明があった。 遙か上流の方には1kmに及ぶ
小布施橋が臨まれる。広い川幅をいっぱいに
して流れる千曲川の姿が参加者の脳裏によみ
がえったであろうか。
　ここで、内山さんから、浅川の堤防は千曲
川の堤防よりも5m低くなっていることが説
明された。洪水の際、千曲川が増水してくる
と浅川への逆流が起こるので、その段階で浅
川の樋門が閉められ、その後は排水機場から
の千曲川への排水にたよるほかない。現在の
排水能力は、最大で44トン／秒でその能力を
超える水は湛水することになる。仮に浅川の
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上流部にダムを造り、その水が放流されれ
ば、浅川下流部の湛水による内水災害は拡大
されるという矛盾が起こることが説明され
た。

内水災害こそ問題
　浅川ダム計画によれば、100年確率の洪水
による千曲川との合流点での最大流量（基本
高水*）450トン／秒のうち、100トン／秒を
ダムでカットして、350トン／秒が合流点に
流入することになっている。因みに、田中県
政以前の県土木部の資料や説明では、上流に
ダムさえ造れば残りの水はすべて千曲川に流
れることになっていた。過去に苦い災害の体
験を持つ沿線住民は、30年間このように思い
こまされてきた。ダム信仰は未だに根強く
残っている。
　浅川の改修が八割方終わり、天井川の主要
部分が解消された現在、浅川からの溢水は無
くなっている。問題は下流部の内水である。
さらに、浅川の合流点から1kmほど下ったと
ころの立ヶ花から千曲川の狭窄部がしばらく
続くので、この辺りが遊水池の役割を担って
いるという説明もあった。

過大な基本高水が問題
　時間がないため、一通りの見学と説明にと
どめ、不足の部分は移動中のバスの中で続け
られた。浅川に設定されている基本高水は過
去の洪水時の降雨量を参考にしながら引きの
ばしを行っており、実態を無視した過大な値
になっている。ダム計画を正当化するためで
あるが、仮にダムを造り、一定の湛水を行っ
たとしてもそれは浅川の内水対策にならない
ばかりか、逆効果になってしまう。洪水時に
は、浅川の水は千曲川の水位が上昇する前に
速やかに千曲川に流すのが合理的である。そ
の時期にダムに湛水して、すでに樋門が閉め
られた後ダムからの放水があると、内水災害
はますますひどくなってしまう。

②眼鏡橋付近
　次は、通称「眼鏡橋」と呼ばれている典型
的な天井川だったところ。天井川の下を信越
線が走っていた場所である。天井川のすぐ横
には長野と湯田中を結ぶ長野電鉄が走ってい
た。改修前の浅川はこんな高いところを走っ
ていたのか、と驚きの声が挙がる場所であ
る。現在の浅川との落差は11m近い。記念の
ためにと要望もあり、この天井川の跡は残さ
れたものである。つい先日の台風による大雨
の時も、浅川はさらさらと流れていて何の不
安もなかったというすぐ近くの住人の話もあ
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る。

③浅川ダム建設予定地
　三番目は、問題の「浅川ダム」建設予定地。
移動中のバスでは、内山さんの説明が続く。
バスが予定地のある山間に入ると、まず巨大
な構造物―ループ橋にさしかかる。この辺り
から既に地滑り地帯になっている。浅川右岸
沿いには急峻なブランド薬師山がそそり立っ
ており、多くの巨岩が露出している。風化作
用に弱い裾花凝灰岩であり、96年2月、北海
道古平町の豊浜トンネル坑口で発生した岩石
崩壊事故（犠牲者20人）と同じ岩質であると
のこと。ループ橋はカーブでその直下を縫っ
て走っている。

前代未聞の付け替え道路
　この道路は、1998年2月の「長野冬季オリ
ンピック」に間に合うように浅川ダムの付け
替え道路として造られた。付け替え道路の計
画を先に決め、後からダム建設地点を設定す
るという前代未聞のことがなされたという話
である。
          　　
ダム予定地は地滑り地のど真ん中
　バスはいよいよダム建設予定地の真上にあ
る広場（ダム工事用に造られた）に到着。こ
こからは、ダム軸の標示やダムの湛水線など
の標示がよく見える。遙か下流の方には、長
野県企業局が造成して売り出した数千戸の住
宅団地が拡がっている。
　ダム建設予定地決定のいきさつについて
は、前述のように取り付け道路のルートを先
に決めたため、地盤の悪い場所を二転三転、
四転五転し、結局いったんあきらめたはずの
古い候補地点へ逆戻りしたということであ
る。その上、湛水線のすぐ上には、地滑り防

止のための集水井が四基も設定されている。
片方で水抜きをしながら、すぐ下に多量の水
を溜めるダム建設というおかしなことがまか
り通ろうとした。すべては、五輪道路を優先
したところに発したことであると内山さんは
強調された。
　この予定地は、1985年（昭和 60年）7月
に発生した地附山大崩落（特養老人ホームの
入所者 26人が生き埋め）はダム予定地から
1.6km、1847年に起きた善光寺大地震の震央
は 1.53kmという問題の場所であるとのこ
と。
　内山さんの案内はここで終わり、バスは浅
川の水源、飯綱の湖沼地に向かう。

④浅川の源流・水源地
　ここからの案内役は元長野市職員の小林重
夫氏。小林さんは、長野市の農業委員会で仕
事をした経験もあり、「飯綱・浅川を守る連絡
会議」の事務局長としてはじめから奮闘して
きた。飯綱・浅川の自然環境に明るい。
　バスを降りて、五つの湖沼群の一つ「猫又
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池」の堤まで歩く。池の水は、堤の改修準備
のためかほとんど抜かれて水たまり程度。景
観上は残念であった。以下は小林さんの説
明。　
　五つの湖沼はいずれも浅川下流に拡がる水
田（現在は宅地に変わったものが多い）の用
水確保のため、古いものでは戦国時代に造ら
れたものもある。「猫又池」が一番新しく、戦
時中の昭和 14年（1939年）から 17年頃ま
でかかって築かれ、最も大きい。
　この辺り一帯は、長い年月を重ねて湖と雑
木林が飯縄山を背景に素晴らしい景観をつ
くっていた。湖沼群の奥の方には、「逆谷地湿
原」があり、京浜急行（株）がゴルフ場建設
のために調査したところ、この湿原の泥炭層
は深さが12mもあることが分かった。日本で
最も古い湿原であろう。私たちは、長野市に
残されたこの飯綱東山麓の貴重な自然環境と
水を守り、災害防止のため 1992年 1月に長
野県に対して公害調停を申請、92年3月から
95年5月まで3年あまりにわたって調停を続
けたが不調に終わり、京浜急行はゴルフ場建
設を始めた。その後、ゴルフ場建設差し止め
の訴訟を起こし、ゴルフ場の営業開始後は、
「営業停止、現状回復」へと請求の趣旨を変更
して訴訟を続けたが、2003年3月「原告の請
求棄却」の判決が下され、敗訴になってし
まった。最後まで主張し争ったのがこの「猫
又池」の安全性の確保だった。今立っている
この堤（堤防）が老朽化して下部からの漏水
も確認されていると主張して、裁判官による
現地検証まで行われた。京浜急行側は否定し
たが、その後長野市による調査も行われて堤
防を改修することになっている。
　万一、湛水時に大雨や地震などが起こり堤
防が決壊するような事態になれば、大災害が
発生することは必至である。公害調停は不調

に終わり、裁判では敗訴したが、ゴルフ場は
当初の27ホールが18ホ－ルに縮小され、「猫
又池」の堤防の改修の目処が立ったのは貴重
な成果と言えるだろう。

　午後は山岸堅磐さんの報告から始めた。  報
告の概要は全国集会の資料集（165～167頁）
に譲り、本稿では要点の紹介にとどめたい。

浅川ダム阻止住民運動と「脱ダム宣言」
　1980年代末、長野県や長野市は「長野冬季
オリンピック」の招致に熱を入れていた。こ
の動きに連動して、京浜急行の「飯綱ゴルフ
場」開発計画が浮上し、「浅川ダム」は県土木
部による調査が進められていた。89年1月に
“ふるさとの山飯綱・浅川を考える市民シン
ポジウム”を開いたところ、予想を上回る100

人あまりの参加者があり、この問題への市民
の関心の強さが分かった。このシンポをきっ
かけに、「飯綱・浅川を守る連絡会議」が結成
された。ゴルフ場については前述の経過を
辿ったが、「浅川ダム」については、その後「浅
川ダム建設阻止協議会」に引き継がれ、10年
のたたかいの中で、四度、ダム本体着工を阻
止してきた。この間私たちは、住民に呼びか
けて現地調査を行い、専門家や研究者の話を
聞き、ダム建設予定地が地滑り地のど真ん中
であること、第四期断層があること等を学ん
だ。

田中知事の誕生で劇的なダム中止へ
　田中知事は、就任後まもなくの12月末に、
県の光家土木部長以下の担当官の案内で、浅
川の千曲川合流点・排水機場から始めて、ダ
ム建設予定地、ブランド薬師山の頂上付近に
ある帯状の凹地まで踏査して、その晩に開か



150

れた関係住民集会に出席、賛成反対相互の論
議を聴いた末、その場で、「浅川ダム」建設の
一時中止を宣言した。これは、長年積み重ね
られてきた住民運動の成果でもあった。

「脱ダム宣言」
　「…縦しんば、河川改修費用がダム建設よ
り多額になろうとも、100年、200年先の我々
の子孫に残す資産としての河川・湖沼の価値
を重視したい。長期的な視点に立てば、日本

あまた

の背骨に位置し、数多の水源を擁する長野県
に於いては出来うる限り、コンクリートのダ
ムを造るべきではない。…」
　脱ダム宣言は多くの県民に大きな感動を与
え、全国的にも賛同と多大な反響を呼び起こ
した。
　2002年 6月 8日、「脱ダムネットワーク
（2001年5月、36団体で結成）1周年県民集
会」を600人規模で開催した。記念講演で新
潟大学大熊教授は、「ダムは環境破壊、堆砂な
ど副作用の多い劇薬である。安易に造るべき
ではない」と発言された。

ダムなし総合治水の開始とダム派の巻き返し
　情報公開と住民参加で、ダムによらない総
合治水が進められているが、浅川の場合、基
本高水が千曲川への流入口で450トン／秒と
設定されており、田中知事はダムなしを掲げ
ながらも対策に苦慮している。「河道内遊水
池」として県土木部が提案しているものは、
まぎれもないダムであり論外である。長野市
の鷲沢市長をはじめ、県議会のダム推進派
は、この基本高水を楯に巻き返しを図ってい
る。基本高水の見直しが焦点である。
　先日の台風 23号の際には、24時間雨量が
124ミリと過去最高となり、基本高水の検証
が行われることが期待されている。

　
　最後に天野礼子講師の講演が行われた。1

時間余にわたる講演だったので、ここでは要
点と思われることに絞って報告としたい。

ヨーロッパの治水と河川政策を学ぶ
　2000年 6月の衆議院議員選挙の翌日から
三週間ほど、ヨーロッパの治水と河川政策、
公共事業政策を現地で学んできました。学ん
だことの一つは、ヨーロッパでは財政が許さ
ないのでダムなど無駄な自然破壊をする公共
事業は出来なくなっていること。もう一つ
は、財政が苦しい中でも、自然再生をするこ
とにお金を回しているということです。ダム
をやめ、一方ではそのお金を一生懸命自然再
生に増しているというのがヨーロッパの現状
です。
　帰国後、三人の政治家にその話をしまし
た。鳩山由紀夫さんと菅直人さん、三人目は
亀井静香さんです。

政治家の反応
　鳩山さんは、すぐに「公共事業を国民の手
に取り戻す委員会」をつくりました。菅さん
は「そうか。」といって聴いていました。
　亀井さんには、よけいなことを一つだけ話
しました。「…21世紀に、もしも亀井さんが
総理になりたいと思ったら、ダムを造る、道
路を造るという時代ではもうないんですよ。
ヨーロッパでは、自然再生に少ないけれども
金を回している。これからは、福祉とか人々
のニーズに合うものにお金を充てていくとい
う時代なんだ。」と。すると、一ヶ月後の2000

年9月に亀井さんが「公共事業の抜本見直し
検討会」というのをつくったので、日本中が
びっくりしました。二ヶ月前の選挙に時に
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は、「…公共事業のどこが悪い。公共事業の分
配は富の分配である。」と言っていたんです
から。
　また、私が委員をしていた民主党の委員会
は、この年の11月1日に「緑のダム構想」を
発表しました。そして翌年2001年2月20日
に発表されたのが、田中知事の「脱ダム宣言」
です。

新潟の水害、ダムで水防の知恵を失う
　新潟の水害地にも大熊先生と二度行きまし
た。約20人の被災者住民の方々に話を聞いた
のですが、昔は年に一回水防訓練をやり、洪
水の際の対策と知恵を学んできた、ダムが出
来て堤防が丈夫になり、以前は人が住んでい
なかったところに住宅が建ち、入居したのは
みんな若い人たちになったので水防の知恵と
技を失ってしまったと。全国どこでも同じな
んです。

ヨーロッパや米国に学び河川行政の転換を
　2002年にドイツを中心に大きな水害が起
こりました。ドイツでは100人が死亡、ロシ
ア、黒海沿岸では55人の死者を出し、オース
トリアやチェコ共和国では数十万人の被害を
出しました。ドイツの関係5省庁による河川
会議は次のような発表を行いました。『川に
沿ってあまりにも多くの構造物が造られてい
たので、水害を起こさずに洪水を受け入れる
余地が無くなってしまっていた。これまで造
られてきた洪水を防ぐというすべての構造物
が、そこから下流における洪水の危険性を高
めてきた。人が住んでいない地域に洪水を受
け入れるための“遊水池”を川に取り戻すた
めに、国家は努力しなければならない。』この
あと、EUもほとんど同じ結論を出していま
す。

　1983年には、アメリカのミシシッピ川・ミ
ズーリ川でも 2002年のヨーロッパと同様な
洪水が起こっていて、大水害となりました。
当時、アメリカの治水を担当していた陸軍工
兵隊は、これまで採ってきた工法―川をまっ
すぐにし、丈夫な堤防を造る―の過ちを認
め、国民に謝りました。
　わが国の河川管理者が今夏の水害から学ば
なければならないのは、この欧米の官僚達の
とった『反省』の姿勢なんです。日本の国は
狭くて、欧米のように遊水池政策を使うこと
は出来ないと言っていますが、それはうそで
す。国土交通省という巨大官庁と農水省が一
緒になったら遊水池なんてすぐ出来るんで
す。減反田を全部川のそばに集め、今そこに
人が住んでいれば補償を払えばいいんです。
つまらないダムを何百基も造る費用を考えれ
ば、そこにいる人に堤防に少しだけ遠いとこ
ろに移っていただくことは、お茶の子さいさ
いで出来ることなんです。
　田中さんの「脱ダム宣言」は素晴らしいも
のでした。内山さんがさっき言っていました
けど「脱ダム宣言」は田中さんにしかできな
かった。私もそう思います。でも、「脱ダム宣
言」を出したところで個性的な田中はもうい
いんです。次は全国に総合治水を要求する田
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中さんであってほしいと思います。全国の知
事が総合治水を言っても、それでも政府がや
らなければ、みなさんが政権交代をさせて、
共産党や社民党や民主党を羽交い締めにし
て、憲法改悪はさせない、「緑のダム構想」を
やっていきなさいと言わなくてはいけない。
私たちが羽交い締めにする力が強ければ強い
ほど政党は21世紀型になり、弱ければ自民党
と同じような政党をまたつくるだけです。
　もう一つだけ、「脱ダム宣言」の説明をして
おきます。「長期的な視点に立てば、日本の背

あまた

骨に位置し、数多の水源を擁する長野県に於
いては、出来うるかぎりコンクリートのダム
を造るべきではない。」この短文には、ものす
ごく重要なことが書かれているんです。みな
さんが見ている飯綱高原や日本アルプスは日
本の背骨です。今年も地震がありました。こ
んなに地震で揺すられる国にコンクリートの
ダムを造ったら、山から出てくる砂がダムに
たまるのは当たり前なんです。天竜川には、
この 30年以上の間にたくさんのダムが出来
ましたが、ダムにたまった砂が海に届かない
ので、1000mも海岸が後退しています。また、
大井川では約300mも海岸が無くなっていま
す。

脱ダムではなくダム撤去の時代へ
　なぜ撤去なのか、全国集会資料集の私の項
（163頁）の「森から川、川から海へのつらな
りを取りもどそう」を読んでいただいたらご
理解いただけると思います。
　国というものは、官僚が変わるのを待って
いるのではなくて、自分自身で変えていくも
のだと思っています。今日みなさんと一緒に
勉強して、またひとつ賢くなったかな、と喜
んでいます。
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